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K-K理論では ι 古典解である真空の安定性v 及び四次元有効理論にどの様な粒子が現れるかは重要な
問題である。
そこで， この論文では次の二点に焦点を当てLovelockの重力理論におけるK-K理論を調べた。
(1) Lovelockの重力理論の古典解の一つである(四次元 Minkowski時空)X (D次元球面) (M(4) 


























てくる粒子の質量と量子数を全部求めている O 結果として， 1個の重力子，無限個の重いスピン 2の粒
子，ゲージ粒子を含む無限個の無質量ベクトル粒子(縦成分を含む)，及び1個の重いスカラー粒子を
得ているO これらが物理的に許される系であるためには，各粒子の場のノルムと質量の二乗が正である
必要がある O これは同時に古典解の安定性も保証する。この条件は， 3個のパラメタ(テルソンとベク
トル粒子のノルム及びスカラー粒子の質量の二乗)が正であれば良いという条件にまとめられて，例え
ば時空次元が10の時に実現できることが示されている O この結果が直ちに，現実的な統一理論を与える
わけではないが，石川君の解析は，ラヴロック理論に関する限り，充分に一般的で そのカルザ・クラ
イン分解の解析は十分に精密であり，同様の研究をする上でひな型になりうるので，今後の研究の為に
有用であると考えられる。
以上の内容を見ると，本論文は，ラヴロック重力のカルザ・クライン理論について，精密な研究を行っ
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て新しい寄与をしたと認められるので，理学博士の学位論文として充分価値あるものと判定する O
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